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鎌
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末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
間

に
鋳
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

「
お
よ
り
の
鐘
」
は
、
現
在
の
二

荒
町
に
あ
っ
た
東
勝
寺
で
突
か
れ
、

宇
都
宮
の
時
の
鐘
と
し
て
、
そ
の

音
は
遠
く
一
里
四
方
に
も
及
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
勝
寺
が
廃
寺
に
な
り
、
鐘
楼

が
宝
蔵
寺
に
移
さ
れ
た
後
、
空
襲

で
焼
け
、
鐘
だ
け
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
。
し
か
し
、
昭
和
61
年
に
鐘

楼
が
再
建
さ
れ
、
今
で
は
毎
朝
6

時
に
、
時
を
告
げ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
「
お
よ
り
」
の
名
は
、

身
分
の
高
い
人
が
宇
都
宮
入
り
し

た
時
に
突
い
た
た
め
「
お
寄
り
に

な
る
」
か
ら
命
名
さ
れ
た
な
ど
諸

説
が
あ
り
ま
す
（
昭
和
5
9
年
3
月

21

日
、
市
文
化
財
に
指
定
）
。

およりの鐘
大通り4丁目黒崎貞遼さん


